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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次

第64期 
第３四半期連結 

累計期間

第65期 
第３四半期連結 

累計期間

第64期

会計期間

自　平成22年 
　　11月１日 
至　平成23年 
　　７月31日

自　平成23年 
　　11月１日 
至　平成24年 
　　７月31日

自　平成22年
　　11月１日
至　平成23年
　　10月31日

売上高 (千円) 56,981,38262,259,16775,161,874

経常利益 (千円) 2,092,5402,372,0482,355,500

四半期（当期）純利益 (千円) 1,065,2151,407,6151,118,059

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 993,7351,629,742950,663

純資産額 (千円) 22,787,41023,993,72722,722,077

総資産額 (千円) 43,627,24048,894,92144,114,189

１株当たり四半期
（当期）純利益金額

(円) 54.76 72.36 57.48

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 50.6 47.8 49.9

　

回次

第64期 
第３四半期連結 

会計期間

第65期 
第３四半期連結 

会計期間

会計期間

自　平成23年 
　　５月１日 
至　平成23年 
　　７月31日

自　平成24年 
　　５月１日 
至　平成24年 
　　７月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 2.37 9.70

（注）1　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　2　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　3　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　4　第64期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

なお、第１四半期連結累計期間より、重要性が増した上海秀愛国際貿易有限公司を連結子会社としてお

ります。この結果、連結子会社は９社となりました。また、報告セグメントは「中国」であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度

の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループ（当社及び連結

子会社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における食品業界は、生産物価格や輸入食材価格が上昇する中、お客様の低

価格志向は依然として続いており、当社の事業環境は厳しい状況にありました。

このような状況下で、当社グループは、主力商品であるナッツ・ドライフルーツ等を中心に、国内外で

の積極的な販促活動を行い、市場ニーズに対応した商品開発や生産子会社の設備拡充に努めてまいりま

した。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期比9.3％増の622億59百万円と大き

く伸長し、営業利益は前年同四半期比7.0％増の22億４百万円、経常利益は前年同四半期比13.4％増の23

億72百万円となりました。

四半期純利益は、前年同四半期におきまして東日本大震災に伴う損失を計上したこともあり、前年同四

半期比32.1％増の14億７百万円となりました。

当社グループの品目別の業績は次のとおりであります。

乳製品・油脂類につきましては、脱脂粉乳、調製粉乳類、海外輸入品、油脂類商品が堅調に推移したこと

により、売上高は、前年同四半期比5.0％増の183億22百万円となりました。

製菓原材料類につきましては、糖加製品、和菓子材料、栗製品が好調に推移したことにより、売上高は、

前年同四半期比5.0％増の126億50百万円となりました。

乾果実・缶詰類につきましては、クルミ、松の実、ココナッツ、アーモンド等のナッツ類、レーズン、マン

ゴ加工品等のドライフルーツ類、輸入フルーツ缶詰類、業務用食材が好調に推移したことにより、売上高

は、前年同四半期比18.9％増の209億69百万円となりました。

菓子・リテール商品類につきましては、チョコレートやビスケット類が、新商品投入効果と販路拡大に

努めた結果、概ね前年同四半期水準を確保し、プルーン、ナッツ類の小袋販売が好調に推移したことから、

売上高は、前年同四半期比5.2％増の99億69百万円となりました。

EDINET提出書類

正栄食品工業株式会社(E02681)

四半期報告書

 3/17



　

セグメントの業績は次のとおりであります。

１　日本

国内の売上高は、栗製品等の製菓原材料類や、クルミ・アーモンド等のナッツ類、レーズン等のドライ

フルーツ類、フルーツ加工品や缶詰類が好調に推移したことから、前年同四半期比4.6％増の571億17百万

円となり、セグメント利益は、前年同四半期比1.0％増の25億25百万円となりました。

２　米国

当地域の売上高は、米国産クルミの加工事業が拡大したことから、前年同四半期比21.0％増の107億78

百万円となり、セグメント利益は、前年同四半期比9.4％増の２億43百万円となりました。

３　中国

当地域の売上高は、松の実等のシード類の輸出増や中国国内でのレーズン、クランベリー等の製菓用食

材が増加したことから、前年同四半期比50.2％増の40億25百万円となり、セグメント利益は、１億18百万

円（前年同四半期はセグメント損失61百万円）となりました。なお、前連結会計年度末まで持分法適用会

社であった上海秀愛国際貿易有限公司は、連結財務諸表における重要性が増したため、第１四半期連結会

計期間より連結子会社としております。

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は488億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ47億80百万円

増加いたしました。その主な要因のうち、流動資産については、「商品及び製品」が24億41百万円、「原材

料及び貯蔵品」が13億20百万円、「受取手形及び売掛金」が２億44百万円、「仕掛品」が１億71百万円そ

れぞれ増加し、「現金及び預金」が３億20百万円減少した結果、前連結会計年度末に比べ41億12百万円増

加いたしました。また、固定資産は「建物及び構築物」が２億73百万円、「建設仮勘定」が６億16百万円

それぞれ増加し、投資その他の資産が２億49百万円減少した結果、前連結会計年度末に比べ６億68百万円

増加いたしました。

負債合計は、249億１百万円となり、前連結会計年度末に比べ35億９百万円増加いたしました。その主な

要因のうち、流動負債については、「賞与引当金」が３億42百万円減少しましたが、「支払手形及び買掛

金」が14億57百万円、「短期借入金」が13億75百万円それぞれ増加したことから、前連結会計年度末に比

べ25億49百万円増加いたしました。また、固定負債は、「長期借入金」が９億77百万円増加したことに伴

い、前連結会計年度末に比べ９億59百万円増加いたしました。

純資産合計は、239億93百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億71百万円増加いたしました。その主

な要因は、「利益剰余金」が11億15百万円、「為替換算調整勘定」が１億45百万円それぞれ増加したこと

によるものです。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 48,585,000

計 48,585,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年９月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 21,159,91421,159,914
 東京証券取引所
 市場第二部

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株
式であり、単元株式数は100
株であります。

計 21,159,91421,159,914― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年５月１日から
　 平成24年７月31日　　

― 21,159,914 ― 3,379,736 ― 3,042,770

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日である平成24年４月30日の株主名簿による記載を

しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)

― ― 普通株式

1,708,200

完全議決権株式(その他)
 普通株式

194,170 ―
19,417,000

単元未満株式
 普通株式

― ―
34,714

発行済株式総数 21,159,914― ―

総株主の議決権 ― 194,170 ―

② 【自己株式等】

　 　 平成24年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
正栄食品工業株式会社

東京都中央区日本橋茅場町
１－８－１

1,708,200 ― 1,708,200 8.1

計 ― 1,708,200 ― 1,708,200 8.1

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年５月１日

から平成24年７月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年11月１日から平成24年７月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,067,582 4,747,223

受取手形及び売掛金 14,528,542 14,772,612

商品及び製品 8,448,160 10,889,545

仕掛品 439,888 611,727

原材料及び貯蔵品 1,180,818 2,501,627

繰延税金資産 477,560 246,238

その他 709,627 1,209,175

貸倒引当金 △14,665 △28,569

流動資産合計 30,837,515 34,949,581

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,183,373 4,456,726

機械装置及び運搬具（純額） 3,436,695 3,459,014

工具、器具及び備品（純額） 142,524 120,170

土地 2,255,224 2,267,866

リース資産（純額） 160,992 136,380

建設仮勘定 346,035 962,057

その他（純額） 26,143 70,217

有形固定資産合計 10,550,990 11,472,434

無形固定資産

ソフトウエア 46,436 34,318

その他 116,669 125,610

無形固定資産合計 163,106 159,929

投資その他の資産

投資有価証券 1,499,793 1,553,547

繰延税金資産 106,004 81,493

その他 1,030,493 736,876

貸倒引当金 △73,713 △58,941

投資その他の資産合計 2,562,577 2,312,976

固定資産合計 13,276,674 13,945,340

資産合計 44,114,189 48,894,921
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,014,717 9,472,493

短期借入金 8,965,210 10,341,166

1年内返済予定の長期借入金 100,800 221,400

未払法人税等 326,066 230,698

賞与引当金 638,480 295,919

役員賞与引当金 43,300 25,125

その他 2,300,740 2,352,317

流動負債合計 20,389,314 22,939,119

固定負債

長期借入金 348,800 ※
 1,325,800

退職給付引当金 246,740 277,925

役員退職慰労引当金 191,854 173,670

繰延税金負債 15,143 21,934

その他 200,258 162,743

固定負債合計 1,002,797 1,962,074

負債合計 21,392,112 24,901,194

純資産の部

株主資本

資本金 3,379,736 3,379,736

資本剰余金 3,042,770 3,042,770

利益剰余金 17,871,363 18,987,196

自己株式 △1,299,907 △1,300,070

株主資本合計 22,993,962 24,109,632

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 95,877 133,415

繰延ヘッジ損益 △70,118 △47,445

為替換算調整勘定 △991,396 △845,879

その他の包括利益累計額合計 △965,636 △759,910

少数株主持分 693,751 644,005

純資産合計 22,722,077 23,993,727

負債純資産合計 44,114,189 48,894,921
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
　至 平成23年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年７月31日)

売上高 56,981,382 62,259,167

売上原価 48,868,007 53,452,715

売上総利益 8,113,375 8,806,452

販売費及び一般管理費 6,053,545 6,602,220

営業利益 2,059,829 2,204,232

営業外収益

受取利息 6,949 8,163

受取配当金 30,203 32,408

持分法による投資利益 24,049 13,109

為替差益 － 66,016

受取保険金 15,454 34,946

受取補償金 － 109,892

その他 55,956 98,997

営業外収益合計 132,613 363,533

営業外費用

支払利息 64,753 89,098

為替差損 29,756 －

シンジケートローン手数料 － 21,000

支払補償費 － 64,103

その他 5,392 21,514

営業外費用合計 99,902 195,717

経常利益 2,092,540 2,372,048

特別利益

固定資産売却益 435 10,667

貸倒引当金戻入額 9,425 －

負ののれん発生益 － 33,083

特別利益合計 9,860 43,751

特別損失

固定資産除却損 17,297 72,996

減損損失 － 30,910

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 19,800 －

災害による損失 163,006 －

本社ビル解体費用 122,482 －

その他 636 3,216

特別損失合計 323,222 107,124

税金等調整前四半期純利益 1,779,178 2,308,676

法人税、住民税及び事業税 502,104 645,274

法人税等調整額 211,315 239,613

法人税等合計 713,419 884,888

少数株主損益調整前四半期純利益 1,065,758 1,423,787

少数株主利益 543 16,171

四半期純利益 1,065,215 1,407,615
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
　至 平成23年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
　至 平成24年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,065,758 1,423,787

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △31,988 37,765

繰延ヘッジ損益 11,105 22,672

為替換算調整勘定 △48,552 145,516

持分法適用会社に対する持分相当額 △2,586 －

その他の包括利益合計 △72,023 205,954

四半期包括利益 993,735 1,629,742

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 994,754 1,613,342

少数株主に係る四半期包括利益 △1,019 16,399
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】
　

当第３四半期連結累計期間 

(自 平成23年11月１日 

　至 平成24年７月31日)

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、重要性が増した上海秀愛国際貿易有限公司を連結の範囲に含めております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間

(自 平成23年11月１日 

  至 平成24年７月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。

（法人税率の変更等による影響） 

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第

114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」

（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以降に開始する連結会計年度から法人

税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることになりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債

の計算に使用する法定実効税率は従来の40％から、平成24年11月１日に開始する連結会計年度から平成26年11月１

日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については38％に、平成27年11月１日に開始する連結会計

年度以降に解消が見込まれる一時差異については35％となります。

この税率変更により、流動資産の「繰延税金資産」が12,898千円、固定資産の「繰延税金資産」が20,141千円、固定

負債の「繰延税金負債」が15,765千円それぞれ減少し、「法人税等調整額」（借方）が26,953千円増加しておりま

す。また、その他有価証券評価差額金が11,209千円、繰延ヘッジ損益が1,530千円増加しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度

(平成23年10月31日)

当第３四半期連結会計期間　　　　　　　　　　　　　　(平成24年７月

31日)

　偶発債務

    非連結子会社の銀行借入金に対する債務保証

上海秀愛国際貿易有限公司

（CNY　10,000千）　119,700千円

（US$　 2,367千）　184,035千円

―

 
 

 

 ―
 

 
 
※ 財務制限条項
   当第３四半期連結会計期間末の借入金のうち、当社の
長期借入金600,000千円には、以下の内容の財務制限
条項が付されております。

① 2012年10月決算（当該期を含む）以降、各年度の決算
期の末日における連結の貸借対照表上の純資産の部
の金額を2011年10月決算期末日における連結の貸借
対照表上の純資産の部の金額の75％以上に維持する
こと。

② 2012年10月決算（当該期を含む）以降、各年度の決算
期における連結の損益計算書に示される経常損益が、
２期連続して損失とならないようにすること。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及び負

ののれんの償却額は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間

(自　平成22年11月１日 

  至　平成23年７月31日)

当第３四半期連結累計期間 

(自　平成23年11月１日 

　至　平成24年７月31日)

減価償却費 1,087,363千円

負ののれんの償却額 △8,162千円
　

減価償却費 1,107,708千円

負ののれんの償却額 △8,162千円
　

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成22年11月１日　至　平成23年７月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年１月28日

定時株主総会
普通株式 116,712 ６ 平成22年10月31日 平成23年１月31日 利益剰余金

平成23年６月13日

取締役会
普通株式 116,711 ６ 平成23年４月30日 平成23年７月８日 利益剰余金

　
Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成23年11月１日　至　平成24年７月31日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年１月30日

定時株主総会
普通株式 175,066 ９ 平成23年10月31日 平成24年１月31日 利益剰余金

平成24年６月11日

取締役会
普通株式 116,710 ６ 平成24年４月30日 平成24年７月10日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年11月１日  至  平成23年７月31日)

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２日本 米国 中国 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 54,013,8682,698,078269,43556,981,382 ― 56,981,382

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

581,1516,212,5392,410,1559,203,847△9,203,847 ―

計 54,595,0208,910,6182,679,59066,185,229△9,203,84756,981,382

セグメント利益
又は損失（△）

2,500,719222,949△61,6892,661,979△602,1492,059,829

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△602,149千円には、セグメント間消去△19,153千円、全社費用△

582,996千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年11月１日  至  平成24年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２日本 米国 中国 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 56,435,3513,991,6661,832,15062,259,167 ― 62,259,167

  セグメント間の
　内部売上高又は振替高

682,5646,786,4202,192,8559,661,840△9,661,840 ―

計 57,117,91510,778,0864,025,00571,921,008△9,661,84062,259,167

セグメント利益 2,525,840243,807118,0222,887,669△683,4372,204,232

(注) １．セグメント利益の調整額△683,437千円には、セグメント間消去△90,658千円、全社費用△592,779千円が含ま

れております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん）

「日本」セグメントにおいて、連結子会社株式の追加取得により、負ののれん発生益33,083千円を、当

第３四半期連結累計期間に計上しております。なお、報告セグメントのセグメント利益には、負ののれん

発生益は含まれておりません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年11月１日 
  至　平成23年７月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自　平成23年11月１日 
　至　平成24年７月31日)

１株当たり四半期純利益金額 54.76 円 72.36 円

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 1,065,215 1,407,615

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,065,215 1,407,615

普通株式の期中平均株式数(千株) 19,451 19,451

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 【その他】

第65期(平成23年11月１日より平成24年10月31日まで)の中間配当については、平成24年６月11日開催の取締役会に

おいて、次のとおり決議いたしました。

（1）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　116,710千円

（2）１株当たりの中間配当金　　　　　　　　　　　　　　　 ６円

（3）支払請求の効力発生日及び支払開始日 　　  平成24年７月10日

（注）平成24年４月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年９月10日

正栄食品工業株式会社

取締役会  御中

　

　 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    平　野　　　満　　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    陸　田　雅　彦　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている正栄
食品工業株式会社の平成23年11月１日から平成24年10月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
(平成24年５月１日から平成24年７月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年11月１日から平成24
年７月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、正栄食品工業株式会社及び連結子会社の平成
24年７月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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